
参考出展RV32/RV64システム デバッグを効率化

RISC-Vシステム開発でデバッグ・検証を効率化し、
開発時間の短縮、品質の向上をサポートします。
● ソフトウェアブレーク/Triggerを使用した実行制御
● リセットベクタからのデバッグ
● 汎用レジスタ、CSRレジスタのRead/Write
● デバッガスクリプト、Pythonによる繰り返し操作やデバッガ操作の自動化
● MMU（SV39）環境下での論理アドレス/物理アドレスを意識しないデバッグ
● Vector Extension、カスタム命令対応
● LinuxなどOSデバッグを行うためのオプション機能

ハードウェアパフォーマンスモニタ（HPM）による性能評価をサポート
adviceXrossを用いれば、RISC-Vコアが内蔵するハードウェパフォーマンスモニタを有効活用できます。
二点間時間測定、実行命令プロファイルやプリセットイベントを使用する事であらかじめ用意された情報を
計測する事も可能です。取得したデータはCSV出力可能です。

設定画面ではSoC/IP毎に用意されたプリセット
イベントやモニターイベントを選択してHPM取得の
ための設定を容易に行えます。
SoC/IP毎の設定やプリセットイベントやモニター
イベント定義はユーザー独自の定義が可能で
SoC/IPの測定機能を最大限に引き出せます。

サイクルカウント情報では特定区間のサイクル数
特定事象をトリガとしたサイクル数を測定し
チャート表示、実行時間、差分時間の情報を可視化
する事ができます。
プリセットイベントでは実行命令数、キャッシュミス数
からキャッシュヒット率を計算し可視化します。

メモリプロテクション状態を把握
安全なシステムを構築するためにメモリ保護の適切な
設定は欠かせません。Physical Memory Protectionの
設定状態を可視化し適切なメモリ保護をサポートします。

マルチコア環境のサポート
adviceXross一台で様々なコア構成のデバッグを行うこと
が可能です。AMP構成デバッグでは複数のデバッガを起動
してコア毎にデバッグを行います。コア間で通信する環境
では協調デバッグを行うことも可能です。
SMP構成デバッグではデバッガは1画面で協調制御が
可能です。各コアの状態はコアセレクタで選択してレジスタ
やメモリの状態を確認できます。

対応RISC-V JTAGデバッガ


